
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策 

地
方
税
減
収
補
填
特
別
交
付
金
が

８
６
０
万
円
減
額
し
た
理
由
は
。

中
小
企
業
者
の
生
産
性
革
命
の

実
現
に
向
け
た
固
定
資
産
税
の
減
額

の
特
例
措
置
で
、
生
産
性
向
上
に
取

り
組
む
中
小
企
業
者
の
支
援
で
将

来
の
成
長
を
下
支
え
す
る
制
度
。

当
初
予
算
を
９
０
０
万
円
見
積
り
し

た
が
、
１
件
の
み
の
申
請
で
あ
っ
た
。

こ
の
１
件
の
申
請
が
、
先
進
技
術
と

い
う
こ
と
で
機
械
を
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
半
導
体
不
足
等

に
よ
り
当
初
の
計
画
か
ら
納
期
が
遅

れ
、
１
つ
の
機
械
だ
け
が
対
象
と
な

り
、
も
う
一
方
の
機
械
と
そ
の
機
械

を
格
納
す
る
家
屋
に
つ
い
て
は
今
回

の
減
税
の
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
い

減
額
と
な
っ
た
。

旧
香
日
向
小
学
校
体
育
館
ト
イ

レ
改
修
工
事
の
内
容
は
。

地
元
の
地
区
の
代
表
区
長
を
は

じ
め
防
災
関
係
の
団
体
の
方
、
ま
た
ス

ポ
ー
ツ
関
係
の
団
体
の
方
等
か
ら
要
望

が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
ず
は
、
男
子
ト
イ

レ
の
和
式
を
洋
式
に
改
修
し
、
手
洗
い

器
を
自
動
水
栓
化
に
改
修
す
る
。

こんな審査がされました

地
方
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
状
況
が
許
す
限
り
回
避
し
な

が
ら
、
交
付
税
に
移
行
す
る
こ
と
を

望
ん
で
い
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
の
元
金
と
利

子
の
内
容
は
。

元
金
は
、
７
億
２
９
５
５
万

５
８
４
２
円
、
利
子
は
１
８
４
７
万

１
７
３
円
で
あ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
と

不
用
額
は
。

当
初
予
算
で
、
１
１
０
人
で
計

上
し
た
。
年
度
途
中
で
の
辞
職
や
業

務
を
行
う
な
か
で
、
更
に
人
数
を
増

や
す
な
ど
の
増
減
が
あ
る
。
当
初
予

算
の
積
算
に
お
け
る
単
価
の
差
異
に

よ
る
差
額
や
、
休
暇
取
得
に
よ
る
支

給
額
の
減
少
、
職
員
に
欠
員
が
生
じ

た
と
き
に
採
用
が
出
来
る
よ
う
、
予

備
と
し
て
予
算
を
積
算
し
て
い
る

が
、
そ
の
支
出
が
な
い
場
合
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
不
用
額
と
な
る
。

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
育

児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
施
行

さ
れ
て
い
る
が
、
幸
手
市
は
職
員
に

ど
の
よ
う
に
周
知
を
し
て
い
る
か
。

「
職
員
の
た
め
の
子
育
て
応
援
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
が
あ
り
、
妊
娠
か
ら

子
育
て
の
期
間
に
利
用
で
き
る
制
度

に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
条
例

の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
令
和
４
年

４
月
改
定
版
と
し
て
職
員
に
周
知
を

行
い
、
い
つ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が

出
来
る
環
境
に
し
て
い
る
。
職
員
か

ら
妊
娠
や
出
産
の
報
告
を
受
け
た
際

に
は
、
出
産
・
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
制
度
や
情
報
、
休
暇
制
度
や
給
付

制
度
の
周
知
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

定
年
延
長
と
な
っ
た
時
の
退
職

金
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

60
歳
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

退
職
時
の
役
職
を
基
準
と
し
た
、
ピ

ー
ク
時
特
例
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
勤
務

し
た
場
合
、
そ
の
期
間
を
７
割
水
準

で
計
算
を
し
て
、
双
方
を
併
せ
て
65

歳
で
退
職
手
当
と
し
て
支
払
い
さ
れ

る
。

臨
時
財
政
対
策
債
の
算
出
方
法

と
償
還
年
数
は
。

市
で
算
定
台
帳
を
作
成
し
、
国

が
決
定
し
た
単
価
等
を
用
い
て
、
算

定
に
掛
か
る
基
礎
数
値
等
を
、
県
に

報
告
し
な
が
ら
実
数
の
積
み
上
げ
作

業
を
行
い
、
最
終
決
定
は
国
が
行
う
。

償
還
年
数
は
、
20
年
と
し
、
10
年
経

過
時
に
利
率
の
見
直
し
を
行
い
、
借
り

直
し
を
し
て
い
る
。

公
共
事
業
等
に
使
わ
れ
る
市
債

よ
り
も
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
多
く

を
占
め
て
い
る
状
況
は
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
本
来
で

あ
れ
ば
交
付
税
措
置
さ
れ
る
も
の

を
、
地
方
公
共
団
体
が
特
例
と
し
て

借
金
を
す
る
国
の
制
度
で
あ
る
。
可

能
で
あ
れ
ば
、
地
方
財
政
収
支
の
不

足
額
を
交
付
税
で
措
置
し
て
頂
き
た

い
と
、知
事
会
に
も
要
請
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
減
ら
す
こ
と
を
優
先
し
て
し
ま

い
、
交
付
税
総
額
が
確
保
さ
れ
な
い

と
い
う
事
態
が
起
き
て
し
ま
う
と
、

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

 
（
議
案
第
33
号
）

幸
手
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
及
び
幸
手
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

（
議
案
第
41
号
）

幸
手
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

条
例 

（
議
案
第
42
号
）

総
務
常
任
委
員
会

問

問

問

問問

問

問

問 答答

答

答

答答

答

答

令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

 

（
議
案
第
49
号
）
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用
促
進
を
図
る
た
め
、
す
で
に
行
っ

て
い
る
事
業
で
あ
る
。
更
に
基
盤
強

化
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
、
１

日
乗
車
券
を
購
入
さ
れ
た
方
に
対
し

て
２
０
０
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
し
、
応
援
シ
ョ
ッ
プ
登
録
店
は
集

ま
っ
た
ク
ー
ポ
ン
券
を
市
に
申
請

し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
を
実

施
し
た
い
。
循
環
バ
ス
を
使
っ
て
み

よ
う
、
応
援
シ
ョ
ッ
プ
に
登
録
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
に
よ
り
事
業
の

基
盤
強
化
を
図
り
た
い
。

　

な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
交
付
期
間
は

11
月
か
ら
12
月
ま
で
、
お
店
で
利
用

で
き
る
期
間
は
年
明
け
１
月
ま
で
を

想
定
し
て
い
る
。

 

災
害
対
策
費
の
道
路
洗
浄
清
掃
業

務
委
託
料
を
増
額
補
正
す
る
理
由
は
。

７
月
12
日
の
大
雨
で
道
路
冠
水

が
複
数
発
生
。
事
後
洗
浄
で
予
算
を

使
い
切
り
、
今
後
に
向
け
て
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

負
担
金
の
算
出
方
法
が
、
組
合

発
足
当
時
の
直
近
３
年
間
の
決
算
額

か
ら
普
通
交
付
税
に
係
る
消
防
費
基

準
財
政
需
要
額
の
割
合
に
変
わ
っ
た

理
由
は
。

改
正
前
の
組
合
当
初
の
規
約
の

中
で
は
、
11
年
目
以
降
の
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
基
準
財
政
需
要
額
を
基

本
と
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
考

え
方
に
よ
り
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
試
算
結
果

で
は
、
当
市
の
負

担
額
は
約
１
億
４

千
万
円
下
が
る
こ

と
に
な
る
。

自
治
振
興
費
の
ハ
ピ
ノ
リ
応
援

シ
ョ
ッ
プ
補
助
金
の
内
容
は
。

市
内
循
環
バ
ス
ハ
ッ
ピ
ー
乗
り

乗
り
事
業
は
、
市
内
循
環
バ
ス
の
利

保
険
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理

委
託
料
の
不
用
額
が
発
生
し
た
理
由
は
。

年
間
を
通
じ
て
休
館
と
な
っ
た

天
神
の
湯
の
管
理
運
営
委
託
料
の
変

更
契
約
で
執
行
残
が
生
じ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
関
係
で
、
集
団
接
種
に
協
力

い
た
だ
い
た
医
師
数
と
支
払
総
額
は
。

延
べ
２
０
６
名
で
、
基
本
的
に

は
１
回
の
接
種
当
た
り
国
の
基
準
で

２
２
７
７
円
支
払
わ
れ
る
。
ま
た
、

市
で
は
３
時
間
で
４
万
円
の
委
託
料

を
支
出
。
医
師
会
及
び
直
接
支
払
い

総
計
は
３
億
２
５
６
０
万
４
８
２
３

円
で
あ
る
。

 

市
立
幼
稚
園
児
・
児
童
・
生
徒

災
害
共
済
給
付
金
４
２
８
万
８
５
９

２
円
の
給
付
状
況
は
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
共
済
給
付
金

で
、
小
学
校
１
１
３
件
、

中
学
校
60
件
が
支
払
わ
れ
た
。

こんな審査がされました

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

  

空
き
家
対
策
応
急
措
置
業
務
委

託
料
の
内
容
は
。

２
件
あ
り
、
１
件
は
ハ
チ
の
巣

で
近
隣
住
民
に
被
害
が
出
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
撤
去
を
依
頼
。
も
う
１

件
は
ト
タ
ン
屋
根
が
剝
が
れ
そ
う
で

危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
市
が
撤
去
し

た
。
い
ず
れ
も
身
体
・
生
命
に
危
険

が
及
ぶ
と
い
う
こ
と
で
市
が
撤
去
等

を
行
い
、
所
有
者
に
費
用
を
請
求
す

る
も
の
で
あ
る
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
支
援

業
務
委
託
料
の
内
容
、交
付
者
数
は
。

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

段
階
で
満
70
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
申
請
者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
初

乗
り
運
賃
を
助
成
す
る
10
枚
綴
り
の

券
を
交
付
し
て
い
る
。
交
付
か
ら

１
年
間
有
効
で
、
令
和
３
年
度
は

１
８
３
名
に
交
付
し
た
。

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

 
（
議
案
第
33
号
）

埼
玉
東
部
消
防
組
合
の
規
約

変
更
に
つ
い
て
　
（
議
案
第
48
号
）

問

問

問問

問

問問

問 答

答

答答

答

答答

答

令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

 

（
議
案
第
49
号
）

（応援ショップのステッカー）
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公
の
施
設
の
利
用
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て 

（
議
案
第
47
号
）

工
事
内
容
は
４
件
で
あ
る
。
舗

装
修
繕
工
事
、
鉄
溶
液
注
入
ポ
ン
プ

の
修
繕
工
事
、
農
業
集
落
排
水
処
理

場
ナ
ン
バ
ー
１
曝
気
攪
拌
装
置
の
修

繕
工
事
、
水
中
攪
拌
機
の
代
替
え
機

の
設
置
工
事
の
４
件
で
あ
る
。

物
件
移
転
補
償
費
４
６
９
６
万

５
４
９
１
円
の
う
ち
、
家
屋
等
損
失

補
償
の
内
容
は
。

家
屋
等
損
失
補
償
に
つい
て
は
、
調

整
池
の
工
事
を
平
成
30
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
行
い
、
そ
れ
に
伴
い
、
工
事

中
に
影
響
が
生
じ
た
家
屋
等
に
補
償
費

を
支
払
っ
て
い
る
。
対
象
が
２
件
、
合
わ

せ
て
４
１
８
万
６
５
３
８
円
と
な
る
。

幸
手
団
地
ま
で
は
、
公
共
下
水

道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場

所
は
、
杉
戸
町
の
公
共
下
水
道
の
方

が
近
い
こ
と
か
ら
、
そ
ち
ら
に
接
続

す
る
と
い
う
こ
と
か
。

令
和
３
年
度
幸
手
市
幸
手
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定 （
議
案
第
38
号
）

農
作
物
自
動
販
売
機
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
係

る
対
策
と
し
て
、
農
作
物
の
非
接
触

型
の
販
売
、
購
入
経
路
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
販
売
機
の
購
入
、
設

置
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
を
し

た
。
設
置
台
数
は
３
台
で
あ
り
、
費

用
は
、
合
計
で
６
９
３
万
６
千
円
で

あ
る
。
売
上
げ
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
３
月
19
日
か
ら
稼
働
開
始
し
、

令
和
４
年
８
月
末
現
在
、
３
台
の
合

計
で
57
万
２
２
５
０
円
の
売
上
で
率

と
し
て
は
、
71
・
57
％
と
な
る
、
効

果
と
し
て
は
、
非
接
触
型
の
販
売
経

路
の
確
保
と
し
て
、
特
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
売
上
げ
が
多
く

あ
っ
た
。
近
隣
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
行

か
な
く
て
も
、
人
と
あ
ま
り
接
す
る

こ
と
な
く
農
作
物
購
入
が
で
き
た
と

考
え
る
。

修
繕
料
６
４
３
万
６
１
０
０
円

の
修
繕
内
容
は
。

当
該
地
域
は
、
市
街
化
調
整
区

域
で
す
の
で
、
下
水
道
計
画
は
な
い
。

し
か
し
、
千
石
用
水
路
を
横
断
す
れ

ば
、
杉
戸
町
の
公
共
下
水
道
に
接
続

で
き
る
。
今
回
お
互
い
の
議
会
で
上

程
し
、
幸
手
市
と
杉
戸
町
で
可
決
し

た
後
に
本
格
的
な
協
議
に
な
る
。

水
稲
肥
料
高
騰
対
策
補
助
金
の

内
容
は
。

国
際
情
勢
や
円
安
に
よ
り
肥
料

価
格
の
上
昇
が
あ
り
、
ま
た
令
和
３

年
の
米
価
下
落
に
よ
り
厳
し
い
農
業

経
営
者
に
対
し
て
、
肥
料
価
格
上
昇

相
当
分
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

経
営
安
定
化
を
支
援
す
る
。
補
助
内

容
と
し
て
は
、
水
稲
作
付
面
積
10

ア
ー
ル
当
た
り
に
交
付
単
価
４
千
円

を
乗
じ
て
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

こんな審査がされました

建
設
経
済
常
任
委
員
会

  

水
道
事
業
剰
余
金
処
分
計
算
書

に
お
い
て
、
資
本
金
へ
の
組
入
れ
と
建

設
改
良
積
立
金
の
積
立
て
へ
と
、
振

り
分
け
て
い
る
が
、
そ
の
考
え
方
は
。

振
り
分
け
の
考
え
方
は
、
９
１

８
０
万
７
３
２
０
円
の
う
ち
、
営
業

外
収
入
の
う
ち
の
現
金
の
裏
づ
け
が

な
い
長
期
前
受
金
戻
入
額
の
７
２
４

７
万
６
６
９
２
円
を
資
本
金
へ
組
み

入
れ
、
そ
の
残
額
で
あ
る
１
９
３
３

万
６
２
８
円
を
老
朽
管
ま
た
は
、
施

設
の
改
修
を
行
う
た
め
建
設
改
良
費

へ
、
そ
れ
ぞ
れ
組
み
入
れ
る
も
の
で

あ
る
。農

作
物
自
動
販
売
機
購
入
費
と

し
て
６
９
３
万
６
千
円
の
補
助
金
を

支
出
し
た
が
、
そ
の
成
果
内
容
は
。

令
和
３
年
度
幸
手
市
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の

処
分
に
つ
い
て 
（
議
案
第
31
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

（
議
案
第
33
号
）

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答

令
和
３
年
度
幸
手
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定 

（
議
案
第
37
号
）

答

答
令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

 

（
議
案
第
49
号
）

（7） 〔市議会だよりさって〕No.104




